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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

当社は本日開催の取締役会において、2026年 4月開始の今後 5か年を対象とした、「中期経営計画（2026-

2030）」を策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．将来ビジョンについて 

5年後の将来ビジョンとして、グループ売上高 200億円、EBITDA（利払い前・税引き前・減価償却前利益）

20億円、グループ店舗数 500店舗を目指し、取り組んでまいります。 

２．数値目標 

業績目標（KGI）として、年度別の売上高及び EBITDAを定義しました。またこの達成に向けた進捗目標

（KPI）として、店舗数を設定しております。 

【KGI】 

2 0 2 6 / 4 - 

（27年3月期） 

2 0 2 7 / 4 - 

（28年3月期） 

2 0 2 8 / 4 - 

（29年3月期） 

2 0 2 9 / 4 - 

（30年3月期） 

2 0 3 0 / 4 - 

（31年3月期） 

売 上 高  22.0 億円 45.0 億円 90.0 億円 150.0 億円 200.0 億円 

E B I T D A 3.2 億円 6.5 億円 11.0 億円 17.2 億円  20.0 億円 

【KPI】 

2 0 2 6 / 4 - 

（27年3月期） 

2 0 2 7 / 4 - 

（28年3月期） 

2 0 2 8 / 4 - 

（29年3月期） 

2 0 2 9 / 4 - 

（30年3月期） 

2 0 3 0 / 4 - 

（31年3月期） 

グループ店舗数  150 店舗 200 店舗 250 店舗 350 店舗 500 店舗 

３．成長戦略 

今後の成長戦略として、以下の 3つに注力してまいります。 

（１）デジタル・フードテック戦略による「次世代店舗」の確立 

AI・ロボティクスの活用、店舗 DXの徹底により、店舗の自律型運営を推進し、人手不足に左右されない高

収益体質化と、従業員が「おもてなし」に集中できる環境整備に取り組みます。 

（２）工場 DXと OEM拡大による「製造サプライチェーン」の最適化 

自社工場への AI導入により生産効率を改善し、OEM生産を通じて外販収益を拡大します。また原材料の調



達から製造・物流、店舗販売までをデジタルで一気通貫に管理し、インフレ局面でも揺るがない高収益体質

へと強化します。 

 

（３）グローバル・マルチブランド展開と「OMO」プラットフォームの推進 

戦略的 M&Aで多業態化を進め、グローバルサウスを中心とした海外市場へ迅速に FC展開します 。国内で

は顧客データの収集・分析を徹底し、リアル店舗とデリバリー需要の双方で顧客ロイヤリティを高める、OMO

（オンライン・オフライン統合）を推進します。 

 

４．財務・資本政策 

現有資産の流動化を通じた資産効率の向上、積極的な資本政策、事業活動による利益を成長に再投資するこ

とで、直線的な積み上げの成長ではなく、加速度的な成長を目指します。 

 

５．株主還元方針 

来期（2027年 3月期）は復配を目標とし、また中計期間中に配当性向 30%以上の実現を目指します。 

 

※その他の詳細については、添付資料をご参照ください。 

 

 

以 上 













































ラーメン部門103店舗、焼肉業態5店舗、その他専門店6店舗











※ 2024年12月30日発行。未行使残高は2025年2月時点の概算金額

※







https://thg-hd.com/investor/



